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【緒 言】広範囲の歯冠修復に適応 される鋳造金

属支台装置は,歯 根歯質との弾性係数の差が大き

く,歯 根破折の誘因になることが指摘 されている。

近年,歯 根破折回避のために弾性係数を近づけた

フ ァイバ ーポス ト(FRP)と コンポ ジッ トレジ

ンによる支台築造が推奨されている。 しか し,市

販のFRPに は弾性係数が歯質より大 きい製品 も

あり,歯 根破折を招 く可能性は回避 されていない。

本研究では,FRPポ ス トを弾性体で支持す る

支台築造法において歯根保護の可能性 を検討 した。

【材 料】根管モデルにはメラミン歯,ヒ ト歯の

歯根部分を用いた。支台築造にはコンポジットレ

ジンと歯質接着 システムを用い,FRPに はシラ

ン処理,根 管壁は歯質接着システムで接着処理を

行った。弾性体としてシリコーンゴム印象材 と3

種類の多用途接着材を用いた。 また,シ リコーン

ゴムの弾性調整のために二酸化ケイ素粉末 を配合

した。

【方 法】①根管 モデル に長 さ10mm,先 端径

1.4mmの ポス トホール を形成,根 管口部 を単純

なテーパー型 とロー ト型の2形 態に形成 して,根

管口部の残存歯質の厚みの影響 を比較 した。②支

台歯はコンポジッ トレジン(CR)お よび弾性体

3種 類(コ ー ド名:PG,PPX+AFF,SUX)で 支

持する支台構成で4群 とした。支台部分は光重合

を10分 行 った後,24時 間,37℃ の恒温槽 で保管

した。③抗折試験に供 して破壊荷重か ら抗折強 さ

を算 出 し,条 件 間 の統 計 的有 意 差 につ いて

Student's t-testお よ びMan-Whitney u-test

を用いて危険率5%で 検定 した。④支台の破壊状

況 を5形 態に分類 し,"歯 根保護指数"を 定義 し

て歯根の保護性 を評価 した。

【結果および考察】1.メ ラ ミン歯支台において

抗折強 さは構成材問の接着強 さに依存す る傾向が

あった。ポス ト支持材の弾性係数が大きくなると,

歯根破壊が増加 して歯根保護指数は低下す る傾向

を示 し,支 持材においても弾性係数が小 さい方が

よいと考えられた。2.ヒ ト歯支台において保護

指 数 はCRで22,弾 性 体 支 持 のPGで127,

PPX+AFFで27,SUXは40で あり,平 均抗折強

さはそれぞれに266,56,97,169MPaで あった。

PGは 保 護性 が高 いが支持 力は低値 で あった。

SUXは 保護指数40,抗 折強 さは169MPaと 比較

的高い値を示 し歯根保護の可能性が示 された。

【結 論】歯根保護指数と抗折強さと対比 して支

台能力を評価 した結果,弾 性体応用による歯根破

折回避の可能性が示 された。


